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The learning of town planning through the modern industrial heritage
― The town information of the internet by high school students ―

Yoshitomo KOUNO，Kiyotada MAGATA
はじめに

愛媛県新居浜市は、人口13万人の四国山地と瀬戸内海

に挟まれた四国屈指の工業都市。その都市基盤づくりに

大きな役割を果たしたのが別子銅山である。

別子銅山は日本の三大銅山の一つとして数えられ、

1691年（元禄４年）に開坑し、開坑後７年目にして世界

一の産銅量に達した。そして、住友一社で掘り続けられ

るという世界にもまれな形態を持ちつつ、掘られた坑道

の総延長は約700Ｋｍにも達し、総出鉱石量3000万トン、

産銅量65万トンという膨大な銅を産出した。銅山そのも

のの歴史は、1973年（昭和48年）に閉山するまでの約

300年間にわたり、この間、日本の産業の近代化にも大

きく貢献するとともに、銅関連産業に関わる様々な構築

物が、山側の別子山村と海側の新居浜市に営々と築き上

げられてきた。

こうした構築物は貴重な近代化産業遺産として位置づ

けられ、大小含めてその数は200を越える。なかでも象

徴的な存在が、別子山中に保存されている銅山最初の坑

口となる「歓喜坑」である。昨今約30年ぶりに往時のま

まにリニューアルされた。その奥にはダイナマイトで開

削した第一通洞が保存され、さらには鉱石を運ぶ鉱山鉄

道跡が尾根沿いを舞っている。

山中には、鉱山労働者の生活施設があちこちに点在し、

小学校跡や劇場跡、接待館跡など、この狭い峡谷のどこ

に１万数千人の人々が暮らし、働いていたのかと思うと、

鬱蒼と茂る木立の中で実に不思議な気分になる。

一挙に山を下りると、山上の上部鉄道から平地部の下

部鉄道に繋がり、途中に日本一の落差を誇った旧端出場

水力発電所を見ることができる。今でも変電所機能は果

たしているという現役の建物。ドイツ製の発電機も含め、

貴重な遺産の代表格である(写真１)。

さらに市街地には、銅山関連の博物館や資料館などが

整備され、学習機会にも事欠かない。もちろん、銅山鉄

道駅舎のくたびれた姿はそのままだし、戦前の住友関連

の洋風や和風の幹部社宅も健在で、町全体が近代化産業

遺産の宝庫となっている。

そして圧巻は日本の公害克服の原点といわれる四阪

島。現在は住友金属の管理下に置かれているが、洋上か

ら見る島影は、銅滓が断崖にこびり付き、見る者を威圧

する。許されて皆で巡った島は、まさに銅精錬の歴史そ

のままに、工場群や日暮別邸（迎賓館）、住居群などが

巨大な映画のロケ現場のように立ちはだかっている。

本研究は、新居浜・別子に広がる膨大な近代化産業遺

産を基軸にまちづくりを進めている行政や地域との連携

の中で、高校生ならではの「まち学習」と「まちづくり

発信」を続けている取り組みを紹介するものである。こ

こでは、単なる活動の記録を乗り越えて、協働・連携に

よるユニークな学習とともに、生徒自身の成長を楽しく

辿ることができる。

写真１　旧端出場水力発電所
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１．研究の目的と方法

新居浜南高校情報科学部の近代化産業遺産に関する情

報発信は、数多くの遺産群の紹介にとどまらず、新居

浜・別子のまちづくりの材料として有効であるととも

に、地域の人々、行政、高校生を含む多くの子どもたち

への協働・連携のメッセージを含んだものとなってい

る。もちろん、ネット上を飛び交って、日本中、世界中

へ繋がっているのはいうまでもない。こうした情報発信

の裏には、彼ら自身が、見て、聞いて、触って、学習し

獲得した貴重な「情報」の数々が隠されている。

本研究では、新居浜南高校情報科学部の活動の軌跡を

辿りながら、高校生のインターネットによる情報発信が

まち学習として根付き、また人々を結びつけるユニーク

なまちづくり活動としてどのように位置づけられるかを

検証するとともに、活動に伴う生徒らの成長を確認しよ

うとするものである。活動の記録は、1996年発足以来の

情報科学部の生徒および顧問（河野義知教諭）の手によ

り蓄積されたものを活用・分析するとともに、2000年か

らは愛媛大学住居学研究室(曲田清維ほか)との一部協働

研究によって培われたものも加えながら、検討を進めて

いく。

活動の軌跡は、1999年の情報科学部の活動の開始から

今日までを一年ごとに区切り、活動内容とおおよその獲

得目標を照らし合わせながら、以下のように時期区分し

た。第１期（1999年度）－「活動草創」期、第２期

（2000年度）－「地域交流の萌芽」期、第３期（2001年

度）－「地域取材の確立」期、第４期（2002年度）－

「協働学習の試行」期、第５期（2003年度）－「近代化

産業遺産の理解の浸透」期、第６期（2004年度）－「学

習情報発信の多様化」期、そして第７期（2005年度）－

「まち学習の成熟」期、の７区分である。この７つの時

期区分に基づきながら、活動内容と生徒の成長－獲得し

たもの－を検証していく。

２．活動の草創

情報科学部の創設は、1996年に新居浜南高校が普通科

から総合学科へ移行した時に遡ることができ、その活動

の手始めとして、インターネットを活用した学校紹介の

ホームページ作成が始まった。活動の転機は、1999年の

学校紹介ホームページを充実させるための地域紹介のコ

ーナーづくりであり、この年の作業がその後の地域密着

型の学習活動をベースにした情報発信への貴重な足がか

りとなる（表１）。

地域紹介は、生徒や顧問教諭との知恵比べを経て、程

なく工都新居浜市としての基盤づくりに重要な役割を果

たした別子銅山をテーマとすることとなった。それは、

南校周辺の別子鉱山鉄道の軌道跡や製錬所跡のレンガ煙

突、別子銅山記念館、広瀬歴史記念館など別子銅山にゆ

かりの深い産業遺産や施設があることも大きなきっかけ

となった。

まずは、地域情報の収集である。情報科学部員総出で、

カメラやビデオ機器を担いで、別子銅山の発祥地となる

旧別子地域（別子山地区）の山中を調査し、この地域に

点在する近代化産業遺産を取材し、情報を収集した。別

子地域の探索は初めての部員も結構多く、山道の厳しさ

や、森の間に眠る遺産群に驚きの声をあげることばかり

であった。目と足で稼いだ情報を元に、次には別子銅山

記念館を訪ね、さらに詳細な情報・資料の収集や検証を

行いながら、コンピュータを活用して整理し、ホームペ

ージとしてまとめていった。

タイトルは「あかがねの里　別子銅山」とし、写真や文

章に加え、ビデオ映像や360度を見渡せるパノラマ映像を

駆使するなど、ページを見る人がいながらにして現地を疑

似体験できるよう、当時のインターネットの技術を最大限

に活用したものであった（写真２）。

完成したホームページは、全国規模のホームページコ

ンクールである「第６回　ぼくの街　わたしの村　マイ

タウンマップコンクール」（財団法人情報処理教育助成

写真２　旧別子地区を紹介した作品
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財団主催）に出品することになり、グランプリ賞の一つ

である「日本放送協会会長賞」を受賞した。情報科学部

にとっては、まさに順風満帆の船出となるとともに、確

かな自信となった。

３．地域交流の萌芽

（１）交流の広がり

受賞がテレビや新聞で報道されることで、情報科学部

の活動が地域に知られるきっかけとなり、地域との交流

活動は大きな広がりを見せていくことになる(表２)。

前年度の受賞は大きな励みとなり、2000年度はさらな

るチャレンジとして、東平地域の近代化産業遺産群を中

心に、往時の産業・生活文化・教育などについてまとめ

ようということになった。今回は、企画時点より地域の

方々から、様々な助言や時には現地案内までかっていた

だいた。その労を惜しまない連携・協力は生徒たちの大

きな支えとなった。

生徒たちの学習意欲は旺盛で、別子銅山の観光施設等で

のボランティアガイド養成のための学習講座で、生徒たち

は大人の受講者と机を並べ学習に参加した。次には、学習

講座で席をともにした地域の方を先生にして学習会を行っ

たり、生徒たちが鉱山体験者や研究者のお宅を直接、訪問

取材するという積極的な取組も着実に増えていった。地域

の方とのふれあいによって、異世代の人たちと自然な交流

が生まれ、別子銅山の歴史の学習とともにその人の生き方

を学ぶ機会ともなり、生徒たちは一段と成長することとな

る。そして、身近なところに貴重な体験を持つ人々がいる

ことを認識し、こうした人々の努力によって現在の自分た

ちの「まち」があることを強く感じることができた。今ま

であまり関心のなかった「まち」や「ひと」のイメージが

大きく変わるきっかけになったというわけである。加えて、

閉山30年を経て体験者が高齢化し、このままではまちの

歴史や文化が風化してしまうのではないかという危機感を

持つまでとなった（写真３）。

このようにして、調査・研究・収集した資料を整理しなが

ら、部員それぞれの得意分野に分かれて作品制作に入った。

（２）進化するホームページ

インターネットの技術革新に合わせて、マルチメディ

ア分野における最新の技術を導入することにより、次な

るホームページは、閲覧者がさらに臨場感を持つことの

できる内容へと進化していく。

例えば、ロールオーバーという技術を用いて、当時の写

真と現在の写真をその場で入れ替え、比較できる工夫をし

た。また、アニメーション機能を用いて坑道の掘削の様子

をリアルに表現した。さらに、VRML(注1)の技術を駆使し

て、今では存在しない社員住宅や劇場を３次元立体映像で

再現した。この再現には、当時の設計図をもとに尺度法を

変換する必要があり、途方もない時間と多くの苦労を伴っ

た。特筆すべきは、延べ100本を超える鉱山労働経験者の

インタビュービデオのすべてに解説テロップを入れたこと

であり、このことは誰にでも理解できる見やすい作品づく

りとして反映されている。作品は専門家によるアドバイス

や最終チェックを経て追加・修正し、漸く完成した。

この作品づくりの中で最も大切にしたことは、「心が

伝えられるページにする」ことであった。学習や取材活

動の中で、多くの方々からいただいた「温かい心」に、

生徒自身の感謝の気持ちを込めてのものでもあった。そ

して、年輩者や障害を持った方が作品を見ることも配慮

して、文字や写真の大きさ、配色、アイコンの配置など、

写真３　地域の方を招いての学習会 写真４　東平地区を紹介した作品
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誰もが利用しやすいページデザインにも心がけた。

2000年度作品のタイトルは、皆で悩み抜いた末に、

「新世紀へのメッセージ　届け！あかがねの心」とした。

この作品は、日本政府（総務省大臣官房新千年紀記念行

事推進室）の主催するインターネット博覧会（略称：イ

ンパク）のパビリオンとして、高等学校としては全国で

初めて登録されることとなった（写真４）。

この登録を機に海外からのアクセスが増加し、フラン

スやアメリカからも感想の電子メールが数多く届くこと

となった。

（３）ホームページを飛び出して

学校発信のホームページ作成に止まらず、2000年７月

に行われた「全国生涯学習まちづくりフォーラム－新居

４．地域取材の確立

インパクへの登録を機に、2001年４月には新居浜市の

別子銅山観光施設である「マイントピア別子・端出場ゾ

ーン」に、作品の常設展示コーナーを設けることになっ

た(表３)。インターネットの利用環境がない方でも活用

できるとともに、作品を閲覧した方のＩＴ講習受講のき

っかけづくりにもなった。加えて、観光施設の訪問者が

南高校の取組を知り、のちにインターネットからアクセ

スしてくる交流も始まった。

愛媛大学との共同研究の具体化は、高校生が主体とな

って近代化産業遺産を活用したまちづくりに関するガイ

ドブック作成の共同作業として始まった。情報科学部員

と大学生、顧問教諭らとのディスカッションを通して、

浜大会－」において、南校OBの協力も得て、作品を会

場ロビーで展示し、多くの方に活動を知らしめる機会と

なった。

その直後の８月の「近代化産業遺産全国フォーラム－新

居浜大会－」では、全国事例交流会の際、全国の自治体や

関係者の中に混じって、唯一の高校生として事例発表を行

う機会も得た。近代化産業遺産を生かしたまちづくりに高

校生が参加し活躍している姿は全国的にも珍しく、熱のこ

もった発表に会場の参加者から拍手喝采を浴びた。

これを機に、全国的なつながりが芽生え、電子メール

による情報交換をはじめ、時には県外から来校し、アド

バイスや資料提供がもたらされるなど、交流の輪が確実

に広がっている。

さらに、インターネットを活用した生徒たちの取り組

みが新居浜市の広報誌「市政だより」でミレニアム特集

として取り上げられることとなった。その紙面も生徒た

ち自らが企画・編集・作成した。この市政だよりは、地

域の方とのさらなるコミュニケーションづくりのきっか

けともなり、愛媛県の行政広報誌のコンクールで特別賞

を受賞する栄誉も獲得した（写真５）。

この年には、愛媛大学教育学部住居学研究室との共同

研究も始まり、大学生と高校生の交流学習が南高校で見

られることとなった。

このように、地域の人々の応援に加え、行政、企業さら

には大学と連携した活動へ大きく広がっていった。そして

これらの動きは2001年度にはさらに加速することになる。

写真５　「市政だより」ミレニアム特集として紙面を編集
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これまでの作成作業や調査を踏まえると、次には訪問者

が実際に産業遺産関連の見学地に出向き、観察し、確

認・作業の出来るスタイルのものの開発が欠かせないこ

とに到達した。ガイドブックの名称は皆で知恵を絞りな

がらも、四国八十八か所に寄せて「別子銅山　近代化産

業遺産八十八か所　ふれあい　めぐりあい　ガイドブッ

ク」（注２）とした。このタイトルは、作業の方向性を

ともに理解し、イメージするのにぴったりのものであり、

その後の困難な作成作業を乗り越えるのに大いに貢献し

た。

と言うのも、新居浜・別子での八十八か所巡りは、お

およその全体マップは作ってはいたものの、88のポイン

トの確定やその取材には予想を超えた時間と困難さが伴

った。とりわけ、印刷物として完成させるには、緻密な

取材とわかりやすい紹介記事が求められ、生徒らには大

きな負担がのし掛かると同時に、みっちりと鍛えられる

ことにもなった。年度末にはガイドブックの一部が姿を

見せるわけだが、その後、情報科学部では地道な取材と

その方法の確立を培いながら、ガイドブックづくりは

延々と情報科学部の後輩に引き継がれ、完成には数年を

要することとなった。

一方、ホームページづくりは、別子銅山の環境問題を

テーマにした「環境問題と戦った先人たちの知恵に学ぶ

～日本初！公害克服の島　四阪島～」が「第８回　ぼく

の街　わたしの村　マイタウンマップコンクール」にお

いて、過去最高の応募点数812点の中から「環境大臣賞」

を受賞した（写真６）。

さらに、これまでの３年間の作品を集大成した「別子

銅山をインターネットで甦らせよう！」が、マルチメデ

ィアアート大賞実行委員会の主催する「第14回マルチメ

ディアアート大賞」で「文部科学大臣奨励賞」（グラン

プリ）を受賞し、全国第1位の栄冠のおまけまで獲得し

た(注３)。

こうして、2001年度から始まったガイドブックづくり

は、既往のホームページづくりにおける情報科学部員の

得意技－情報通信作業やコンテンツ作成作業－に磨きを

かけるとともに、学内外における学習機会や活動紹介に

加えて、次なるステップである「協働学習」へと発展す

る転機ともなった。

５．協働学習の試行－「生徒」が生涯学習の講師

ホームページ作成が一段落すると、その成果をもっと

具体的に、かつ身近に訴える機会が増え始めた。それは

情報媒体を通しての間接的なもの以外に、地域の人々と

の直接的学習交流の機会や出前展示会など、多彩な場面

が与えられるようになった（表４）。

まずは媒体の多様化と広がりである。2002年度には、

新居浜市および地元産業団体（新居浜ひうちライオンズ

クラブ）の支援の下に、これまでの生徒たちの活動をビ

デオ番組にまとめ、近代化産業遺産を学ぶきっかけづく

りにしようとするプロジェクトが進行した。番組内容や

構成、アナウンスなど、プロのアドバイスを得ながら、

別子銅山学習ビデオとして36分の番組が完成した。年度

初めの４月23日には、新居浜市役所で新居浜ひうちライ

オンズクラブによる贈呈式が行われ、市内の学校や公共

施設にビデオ65本が寄贈された。ビデオは、地元ケーブ

ルテレビ局により２か月近く放映され、大反響を呼び起

こした。また、愛媛県企画情報部情報政策課を通して、

総務省の推進する地域衛星通信ネットワークによる地域

映像情報提供事業に推薦され、全国にも配信された。

秋には、科学技術振興事業団主催の地域科学博物館支

援事業の企画「巡回展“銅製錬今昔物語”及び関連事業」

（於；愛媛県総合科学博物館）へ参加・協力するチャン

スを得た。その目的は、「日頃知る機会の少ない郷土の

産業について、その起こりや発達過程、そして現在の優

れた技術に触れることにより、地域の産業技術に対する

青少年の興味を喚起するため。特に、郷土が誇った別子

銅山の歴史を改めて振り返り、鉱業における製錬技術の写真６　別子銅山の環境問題を紹介した作品
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発達を学ぶことにより、科学技術の理解促進を図る」こ

とであり、９月末から12月中旬にかけて、市内の中・高

等学校（新居浜市立西中学校、新居浜東高等学校、新居

浜商業高等学校、及び南高校）の文化祭にあわせて巡回

展を行った。

この年、情報科学部にとってもっとも大きな出来事は、

生涯学習講座において、地域の方々に講義する機会を得

たことである。これまで、生徒はいつの場合でも講座等

の受講者に止まっていたが、10月の新居浜市生涯学習セ

ンター主催の新居浜生涯学習大学講座では、大人である

地域の方々を対象に情報科学部員たる高校生が講師を務

めることとなった。それまでの新居浜・別子の近代化産

業遺産に関わる膨大な学習ストックを、パソコンを駆使

してわかりやすく提示し、講義していく試みは、シンポ

ジウム等で鍛えられていたとは言え、彼らには新鮮で貴

重な体験であった。何よりも、講義内容に対する受講者

たる地域の方々の驚きと、高校生を見る優しい眼差しが

大きな宝となった。この取り組みは、その後も後輩へ引

き継がれ、多くの場面で「講師」となる高校生の成長が

確認された(写真７)。

６．近代化産業遺産の理解の浸透

2003年度は「別子銅山」にとって大きな意味のある年

となった。別子銅山の発祥地である別子山村が新居浜市

と合併し、行政もその活用に向けて産業遺産活用室を設

置し、本腰を入れることになった。既に文化財調査が終

了していた住友別子鉱山の初代支配人・広瀬宰平の旧邸

宅は重要文化財に指定され、市民レベルでは、別子銅山

の産業遺産を世界遺産登録すべくシンポジウムが開催さ

れるなど、別子銅山関連の近代化産業遺産を取り巻く環

境は大きな節目を迎えた（表５）。

こうした状況が活動の輪をさらに広げることとなっ

た。８月上旬の新居浜商店街連盟主催「第23回　にいは

ま夏まつり」では、商店街の空き店舗で展示を行い、延

べ300名を超える入場者があり、大盛況となった。さら

に、８月下旬には、新居浜市まちおこし委員会主催によ

る「三翁展」へも参加し、展示の準備の段階からスタッ

フとして精力的に活動した。「三翁展」は、新居浜市の

まちづくりに多大な貢献のあった郷土の偉大な先人、広

瀬宰平、伊庭貞剛、鷲尾勘解治の功績を紹介する展示会

である。開催期間中は、受付、案内に加え、車椅子など

介助の必要な方へのお手伝い、機器の操作・管理なども

任された。期間中、延べ3600名余が来場し、３、４回の

再来場者もいたほどであった。なかには、本校のホーム

ページで展示会を知り、遠路、新潟から来場した方もお

り、大きな驚きと感動があった。

10日間という長丁場で、生徒は疲れの色が見えた場面

もあったが、多くの人々との出会いも経験することがで

き、彼らに対する地域の期待を強く感じることができた。

高校生という若い世代が果たした役割は非常に大きく、

地域の人々に好感を持って迎えられるとともに、新入部

員にとっては、これまで培ってきた先輩たちの努力やそ

の成果の大きさも併せて実感することで、活動のあり方

を再認識することができた。

秋の11月には新居浜市主催の新居浜市と別子山村合併

の記念イベント、中旬には新居浜市立角野中学校文化祭

において、「別子銅山には日本一世界一がいっぱい！！」

と題してパネル展示や作品紹介を行った。また、年が明

けての2004年１月には、ＮＨＫ松山放送局制作の「伊予

路てくてく」への出演機会も得られた。

この年度は、作品制作を飛び越え、地域での学習活動や

イベントへの参加などを通して、活動を発表する場の多面

化が図られた。他者からの評価を受けることで活動の意義

を実感するとともに、新居浜・別子における近代化産業遺

産の位置づけとその価値の理解、また、新居浜のまちづく

りへの貴重な資産となるべく、その保存活用の意味もささ

やかながら理解の域に達しつつあり、次年度への活動意欲

へとつながりをもたせることができた年となった。

写真７　生涯学習大学講座での講義
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７．学習情報発信の多様化－別子銅山ｅ－ラー

ニングシステムの試行

2004年度は、情報科学部の活動が、地域の人々に認め

られ、地域振興への一助として期待され、具体的に動き

始めた１年となった（表６）。

滞っていた産業遺産紹介のガイドブック制作も加速が

つき始め、半分が完成し、８月には新居浜市生涯学習セ

ンター主催の新居浜生涯学習大学講座において、地域の

方々を対象に「地域学　歴史のロマンを探る～別子銅山

近代化産業遺産八十八か所ガイドブックの紹介（前編）

～」が開催された。先年の生涯学習講座に引き続き、高

校生が講師を務めることになり、予定の30名を遙かにオ

ーバーする50名の参加者という大盛況の講座となった。

その様子は、後日地元CATV（ハートネットワーク）で

２時間番組として放映され、またまた大反響となった。

部員が講座での講師を務めたことにより、先輩の活動を

辿り、自身の活動の意味や今後の活動の方向を考える良

い機会ともなった。

11月には、「国際ソロプチミスト新居浜みなみ」より、

地域に根ざしたこれまでの活動を評価され、「青少年社

会ボランティアクラブ賞」を受賞した。ホームページに

関わる幾つかの受賞に比べ、何よりも地域からの評価が

得られたことに感激するとともに、地域との連携の大切

さを再認識するきっかけとなった。

暮れの12月には、新居浜まちおこし委員会主催による

「フォーラム；まちづくりと新居浜魅力再発見～とっておき

の新居浜物語。～」へスタッフとして参加するとともに、

地域の高校生を代表してパネリストとして壇上に上がった。

そのことで、これまでの取組に対して自信や誇りを感じる

ことができ、まちづくりへの関心を深めることができた。

インターネットによる情報発信は、ホームページによ

る情報提供から一歩踏み出し、近代化産業遺産の学習宝

庫として機能するよう、構築を試みた。それは、ガイド

ブックのPDF化により、情報が閲覧者に対して身近にな

ったこと、プリントアウトして取り出せること、など

様々な学習方法が可能になったことにある。そのために、

これまで作成した膨大なホームページのストック、学習

用ビデオ、ガイドブックを一元化し、「別子銅山ｅ－ラ

ーニングシステム」の構築を図り、インターネット上で

新居浜・別子の近代化産業遺産について学ぶことができ

るようにした。子どもから大人まで、一般の人から専門

家まで、あらゆる人々がそれぞれ工夫しながら学習でき

るユニークなものに仕上がりつつある（写真８）。

８．近代化産業遺産を生かしたまち学習の成

熟－別子銅山八十八か所ふれあいめぐりあ

いガイドブック～マインからマインドへ－

産業遺産ガイドブックに取り組み始めてから既に４年

の歳月が過ぎた。当初の意気込みとは別に、その作業は

思いのほか難航し、後輩部員へ延々と引き継がれた。た

だ、その内容の面白さ、ユニークさは自認するとともに、

折々の学習講座等での紹介でも評価が高いことが作業を

続ける原動力となった。そして2005年７月になって漸く

のこと、産業遺産ガイドブックが大凡出来上がった。こ

の間、取材した関係者は延べ120名超、取材に訪れた場

所も120ヵ所を超えるまでとなった。

その取材活動や完成時の様子は、地元テレビ局にて収

録され、８月４日の特別番組「愛媛の戦後60年～別子銅

山を記録する高校生たち～」として県内向けに放送され

た。また、NHK松山放送局制作の「西日本の旅」「愛媛

の戦後特集」での活動の紹介に続き、愛媛、朝日、読売

新聞でも取り上げられると、ガイドブックについての問

い合わせが相次いだ。

８月５日には、昨年に引き続き新居浜生涯学習講座に

て「地域学　歴史のロマンを探る　～別子銅山近代化産

業遺産八十八か所ガイドブックの紹介（後編）～」とし

て、講座を開催した。今回も50名を超える参加となり、

大盛況となった。その様子は、昨年同様、地元CATVで

の２時間番組として放映された。同月６日には、新居浜

写真８　ｅ－ラーニングシステムの画面
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市主催の産業遺産シンポジウム「別子の山から四阪の島

へ」で、「次世代の視点から」として、ガイドブックの

取り組みを中心に発表する機会も得た。

秋の10月には、信州長野市で開催された「江戸のモノづ

くり」国際シンポジウムに参加した。参加者約1000人の国

際的な会議で、国内外から研究者や関係団体、各地域でさ

まざまな取組をしている小・中・高校生が参加し、各地域

でも自分たちと同じような取組を行っている姿を知るとと

もに、国内外の研究関係者とも親交を深めることができた。

明けて２月には、島根県大田市で開催されたシンポジ

ウム『生産遺跡から探る「モノづくり」の歴史』にも参

加した。地元の高校生と石見銀山遺跡の見学、そして研

究発表会に加え、長野で知り合った高校生との再会など

を通して同世代の交流の広がりを確認し得た。県内外で

の交流体験は、彼らの視野を広げ、活動の意味の確認が

できる絶好の機会ともなった。

こうした様々な活動体験は、次なるステップとしてと

ても貴重なものとなった。それは、地元で初めて開催す

ることとなる小学生とのワークショップの企画であり、

計画段階から、「自分たちのガイドがさらに小学生自身

がガイドをしたくなるような活動にしたい」という思い

へ繋がるものとなった。

そして、いよいよ2006年３月25日、小学生とのワー

クショップが惣開公民館主催で持たれた。「別子銅山を

高校生と探検しよう！in惣開」と銘打たれたワークショ

ップは、惣開小学校の児童を対象に、学区内の産業遺産

を学習するものであり、晴天の下、70名近い参加者で、

児童と高校生の心温まる実に楽しい催しとなった。この

ワークショップは、別子銅山の学習を通して培われてき

たこれまでの活動を集大成するものとして、大きな一歩

を記したといえる(写真９)。

９．活動の成果と生徒が獲得したもの

生徒たちの近代化産業遺産の学習は８年目に入った

が、今振り返るとこんなにも人の輪や活動の輪が広がる

とは思わなかった。

（１）情報の発信による大きな広がりを実感

インターネットを活用して情報を発信することで、学校

を越え、地域を越え、国境を越えた。そして人と人の心の交

流も生まれた。生徒たちは、この近代化産業遺産を郷土のす

ばらしい財産と捉え、インターネットを通じてもっと多くの

方々に知ってもらいたいという強い思いとなり、どんな努力

をも惜しまない意志や行動力を育てることとなった。

（２）情報の交流により心の交流も誕生

電子メールなどを活用して多くの方々から双方向の交

流もはじまった。時にはネットを離れて実際に出会い、

親睦を深めることもできた。そして、地域の方の励まし

の言葉や温かい支えは生徒たちにとって、何よりも大切

な宝物となった。

（３）地域の教材化による郷土を愛する心の芽生え

生徒たちはこの活動を通して、本当に郷土といえる新

居浜に出会い、人に出会えた。そのことが郷土を愛し、

人を大切に思う心を生むきっかけとなった。

（４）高校生による地域・大学・行政をつなぐネットワ

ークづくり

高校生が地域に出かけ、そこから行政のつながりが生

まれ、さらに大学との連携が育った。高校生がそのネッ

トワークづくりのきっかけを担い、インターネットの活

用がその推進に果たした役割は大きい。

（５）インターネットによる生涯学習と未来に向けた学

習環境の創造

インターネットを活用すれば、いつでもどこからでも

自分たちの活動を振り返ったり、作業の進捗状況を確認

できる。卒業生たちは、電子メールを活用して後輩にペ

ージ作成のアドバイス等を行い、時には、学習会や取材

活動へも参加する。在学中の活動に止まらず、彼らの生

涯学習へ向けたきっかけづくりともなっている。

10．まとめと課題

インターネットを活用したこの取り組みは、様々な可能

性を秘めている。地域・大学・行政とのネットワークを生

かし、今後は次のような実践・研究を行っていきたい。写真９　小学生とのワークショップ
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（１）「まち学習」から「まちづくり学習」への発展

2006年度は小・中学生とのワークショップをさらに充

実・拡大していく予定である。次世代との交流をさらに

深めていくことで、「まち学習」から「まちづくり学習」

へ向けた学習として進化させたいと考える。

（２）観光ボランティアガイドへの挑戦

観光ボランティアガイドのあり方についても模索して

みたい。既に、県外はもとより、アメリカからも観光に

来たいという問い合わせがあり、対応を迫られている。

新居浜市では「新居浜コンシェルジェ」というホームペ

ージを立ち上げているが、高校生の視点に立ったガイド

もできるのではないかと模索している。

また、ガイドブックの完成により、観光ボランティア

の方々との連携を図り、高校生による現地での観光ボラ

ンティア活動も大切な課題である。

（３）インターネット技術を活用した「語り部アーカイブ」の構築

別子銅山が閉山し30年を経た現在、かつての別子銅山

を知る人や、山で働き生活していた生き証人たちが高齢

化を迎え、まもなくするとその生の話を聞くことが難し

い状況となる。多くの方々に語り部として協力いただき、

それをアーカイブ化して保存・蓄積することも緊急課題

である。

（４）インターネットを活用した学校間連携の促進

すでに、長野や島根での交流のあった学校とインターネ

ットを活用した連携を計画しているが、インターネット上

に近代化産業遺産に関するバーチャル学習空間の構築し、

同じような環境を持つ全国の教育機関との連携を図りたい。

インターネットを活用した教育実践により、「別子銅

山の近代化産業遺産」＝「マイン（鉱山）」から出発し

た学習が、多くの人たちとの「心と心のネットワー

ク」＝「マインド（心）」を生むきっかけとなった。イ

ンターネットの活用は、さらにその「心」を育てるため

にすばらしい可能性を持つと確信している。

近代化産業遺産を教育資源として掘り起こし、インタ

ーネットを活用することで、多くの人との絆が生まれ、

「総合的な学習」の教育環境として大きな役割を担うと

ともに、希有な教育効果を生み出すことができる。

今後もさらに様々な分野の方々と連携しながら、近代

化産業遺産を生かしたまち学習を充実させ、「まちづく

り学習」へと発展させていきたいと考えている。そして、

何よりも未来の地域リーダーの育成を目指したい。

最後に、本研究でお世話になりました別子銅山記念館

元館長上垣起一氏をはじめとする多くの皆様方に心から

お礼申し上げます(注４)。

－　注　－

１）「Virtual Reality Modeling Language」の略であり、

インターネット上で３次元の画像を構築するための

言語を意味する。

２）「編集・発行　新居浜南高等学校情報科学部、共同制

作　愛媛大学教育学部住居学研究室」として2006年２

月に発刊。１枚ずつ取り外して持ち歩けるようにファ

イルし、裏には感想やメモを記入できるようにした。

３）「第14回マルチメディアアート」コンクールには全

国の小・中・高校153校から458作品が出品された。

４）上垣氏をはじめ、表１～７に登場するすべての方々

へは記載の同意を得ているとともに、これまでのご

協力に心からの謝意を表します。
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